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	応用
	抗原情報
	背景
	AEBP2（AE結合タンパク質2）はタンパク質コード遺伝子です。関連パスウェイには、クロマチン構造形成や活性化PKN1によるAR（アンドロゲン受容体）調節遺伝子KLK2およびKLK3の転写刺激などがあります。この遺伝子に関連するGOアノテーションには、RNAポリメラーゼIIコアプロモーター近位領域配列特異的DNA結合および転写抑制活性、RNAポリメラーゼIIコアプロモーター近位領域配列特異的結合などがあります。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	黒線：コントロール抗原（100 ng）；紫線：抗原（10 ng）；青線：抗原（50 ng）；赤線：抗原（100 ng）
	

	COS7（1）、HepG2（2）、およびSK-MES-1（3）細胞溶解物に対するAEBP2マウスmAbを使用したウエスタンブロット解析。
	

	AEBP2マウスmAb（緑）を用いたHela細胞の免疫蛍光染色。青：DRAQ5蛍光DNA色素。赤：Alexa Fluor-555ファロイジンで標識されたアクチンフィラメント。
	

	AEBP2 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した MCF-7 細胞のフローサイトメトリー分析。

